
 

 

  
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

     
 

   

 

               

海
軍
飛
行
予
科
練
習
生
（
略
称
「
予
科
練
」） 

1922
（
大
正
11
）
年
に
設
立
さ
れ
た
霞
ヶ
浦
海

軍
航
空
隊
は
日
本
海
軍
の
航
空
教
育
の
中
核

と
し
て
、
士
官
や
下
士
官
に
対
す
る
操
縦
教
育

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
な

お
人
材
が
不
足
し
た
た
め
、
操
縦
技
術
を
早
く

か
ら
習
得
さ
せ
、
熟
達
し
た
操
縦
要
員
の
養
成

を
図
る
必
要
が
生
じ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

1929
（
昭
和
４
）
年
12
月
、
海
軍
省
令
に
よ
り

「
予
科
練
習
生
」（
1936
年
か
ら
は
「
飛
行
予
科

練
習
生
」
）
の
制
度
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。「
将

来
、
航
空
特
務
士
官
た
る
べ
き
素
地
を
与
ふ
る

を
主
眼
」
と
し
、
応
募
資
格
は
高
等
小
学
校
２

年
修
業
程
度
以
上
（
旧
制
中
学
２
年
終
了
以

上)
の
学
力
を
有
し
、
満
14
歳
以
上
20
歳
未
満

の
者
で
、
教
育
期
間
は
２
年
半
か
ら
３
年
（
の

ち
に
２
年
に
短
縮
）
で
し
た
。
卒
業
後
は
「
飛

行
練
習
生
」
と
な
り
、
横
須
賀
、
霞
ヶ
浦
海
軍

航
空
隊
の
練
習
航
空
隊
で
、
中
間
練
習
機
を
使

用
し
て
の
基
礎
的
飛
行
訓
練
を
約
９
ヶ
月
受

け
ま
し
た
。
こ
の
飛
行
練
習
生
教
程
は
、
搭
乗

員
と
し
て
の
基
礎
的
な
知
識
及
び
技
能
を
習

得
す
る
も
の
で
、
こ
の
教
程
を
終
了
後
、
全
国

各
地
に
所
在
す
る
各
種
実
用
機
の
訓
練
を
行

う
練
習
航
空
隊
で
戦
闘
機
、
爆
撃
機
、
攻
撃
機
、

偵
察
機
等
の
実
用
機
に
よ
る
教
育
を
約
６
ヶ

月
受
け
た
後
、
部
隊
に
配
属
さ
れ
、
一
人
前
の

飛
行
機
乗
り
と
し
て
成
長
し
て
い
き
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
1930
（
昭
和
５
）
年
６
月
１
日
に

神
奈
川
県
横
須
賀
（
追
浜
）
に
「
横
須
賀
海
軍

航
空
隊
予
科
練
習
部
」
が
発
足
し
、
全
国
か
ら

の
志
願
者
5807
名
か
ら
79
名
が
合
格
し
、
第
一

期
生
と
し
て
横
須
賀
海
軍
航
空
隊
予
科
練
習

部
へ
入
隊
し
ま
し
た
（
後
の
乙
飛
）
。
第
２
期

生
は
128
名
で
以
後
航
空
戦
力
の
増
強
に
と
も

な
い
入
隊
者
数
は
増
加
し
て
い
き
ま
す
。
1937

（
昭
和
12
）
年
に
日
中
戦
争
が
始
ま
る
と
、

年
間
100
～
200
名
で
あ
っ
た
入
隊
者
数
を
約

400
名
と
し
、
さ
ら
に
1941
（
昭
和
16
）
年
、
ア

ジ
ア
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
る
と
入
隊
者
は
大

幅
に
増
員
さ
れ
ま
し
た
。
12
期
生
4000
名
、
13

期
生
以
降
は
、
各
期
３
万
人
以
上
の
大
量
採
用

と
な
り
、
1945
（
昭
和
20
）
年
８
月
の
終
戦
ま

で
に
入
隊
者
は
約
24
万
人
と
な
り
ま
し
た

（
う
ち
約
２
万
４
千
人
が
飛
行
練
習
生
課
程

を
経
て
戦
地
に
赴
き
ま
し
た
。
な
か
に
は
特
別

攻
撃
隊
と
し
て
出
撃
し
た
者
も
多
く
、
戦
死
者

は
８
割
の
約
１
万
９
千
人
に
の
ぼ
り
ま
し
た
）
。

そ
の
た
め
予
科
練
航
空
隊
は
全
国
各
地
に
新

設
さ
れ
、
土
浦
海
軍
航
空
隊
の
他
に
三
重
海
軍

航
空
隊
・
岩
国
海
軍
航
空
隊
・
鹿
児
島
海
軍
航

空
隊
な
ど
、
最
終
的
に
は
19
か
所
に
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。 

1930
（
昭
和
５
）
年
、
ロ
ン
ド
ン
海
軍
軍
縮
条

約
で
、
日
本
は
補
助
艦
の
保
有
量
が
制
限
さ
れ

た
た
め
、
海
軍
は
制
限
を
受
け
な
い
航
空
戦
力

の
増
強
を
図
っ
て
い
き
ま
し
た
。
1931
（
昭
和

６
）
年
に
満
州
事
変
、
1932
（
昭
和
７
）
年
に

は
上
海
事
変
が
勃
発
し
、
1933
（
昭
和
８
）
年
、

日
本
は
国
際
連
盟
を
脱
退
、
1934
（
昭
和
９
）

年
に
は
ワ
シ
ン
ト
ン
軍
縮
条
約
を
破
棄
し
ま

し
た
。
1937
（
昭
和
12
）
年
に
は
日
中
戦
争
が

始
ま
り
、
96
式
戦
闘
機
、
96
式
陸
上
攻
撃
機

な
ど
の
航
空
機
も
投
入
さ
れ
、
予
科
練
生
の
第

１
期
か
ら
第
３
期
生
ま
で
が
初
め
て
実
戦
に

参
加
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
日
中
戦
争
の
勃
発
に
よ
り
、
搭
乗
員
の

急
速
な
増
員
が
必
要
と
な
り
、
1937
（
昭
和
12
）

年
９
月
１
日
に
「
甲
種
飛
行
予
科
練
習
生
（
甲

飛
）
」
制
度
が
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
旧

制
中
学
校
４
年
１
学
期
修
了
程
度
（
の
ち
緩

和
）
の
学
力
を
有
す
る
者
（
年
齢
は
満
15
歳

以
上
20
歳
未
満
）
を
採
用
し
、
３
年
間
で
あ

っ
た
基
礎
教
育
を
１
年
２
ヶ
月
～
６
ヶ
月(

の

ち
に
１
年
に
短
縮)

で
終
了
さ
せ
、
飛
行
練
習

生
教
程
に
進
め
る
も
の
で
し
た
（
第
１
期
甲
種

飛
行
予
科
練
習
生
は
、
約

3,000
名
の
志
願
者
の

中
か
ら
250
名
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
）。
そ
し
て
、

従
来
の
「
飛
行
予
科
練
習
生
」
は
、
第
８
期
生

か
ら
「
乙
種
飛
行
予
科
練
習
生
（
乙
飛
）
」
と

改
め
ら
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
に
よ
り
海
軍
航
空
隊
の
下
士
官
以
下

の
搭
乗
員
養
成
コ
ー
ス
は
、
一
般
公
募
の
甲
飛

と
乙
飛
、
及
び
海
軍
の
下
士
官
兵
か
ら
選
抜
さ

れ
た
操
縦
練
習
生
（
昭
和
16
年
か
ら
は
丙
種

飛
行
予
科
練
習
生
［
丙
飛
］
に
変
更
）
の
３
本

立
て
と
な
り
ま
し
た
（
飛
行
練
習
生
教
程
は
甲

飛
、
乙
飛
、
丙
飛
と
も
共
通
で
し
た
）。
そ
の

他
、
海
軍
の
搭
乗
員
養
成
コ
ー
ス
と
し
て
は

「
飛
行
学
生
」
（
士
官
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
養
成
す

る
コ
ー
ス
、
海
軍
兵
学
校
出
身
の
兵
科
将
校
が

対
象
、
の
ち
に
機
関
科
将
校
か
ら
も
採
用
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た)

、
「
飛
行
予
備
学
生
」
（
大

学
学
部
卒
業
者
で
26
歳
未
満
、
大
学
予
科
ま

た
は
専
門
学
校
卒
業
者
で
24
歳
未
満
の
者
に

対
し
搭
乗
員
と
し
て
の
教
育
を
行
い
、
予
備
少

尉
に
任
用
す
る
制
度
で
、
大
戦
末
期
に
は
大
量

の
学
徒
が
動
員
さ
れ
た
）
が
あ
り
ま
し
た
。 
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霞ヶ浦（その９） ～土浦海軍航空隊（予科練）～ 

土浦海軍航空隊は、1930（昭和５）年から海軍飛行予科練習生教育を行っ

ていた横須海軍航空隊飛行予科練習部を、1939（昭和 14）年３月１日に霞

ヶ浦海軍航空隊に移管した後、阿見村青宿の霞ヶ浦海軍航空隊水上班の跡地

（現陸上自衛隊武器学校）に移転させ、1940（昭和 15）年に独立、開隊し

たものです。アジア太平洋戦争の開戦とともに、全国各地に後発の予科練航

空隊が多数誕生しましたが、そのルーツとなった航空隊でした。 

 

当時の土浦海軍航空隊(予科練)敷地の平面図(陸上自衛隊提供) 

予科練敷地の平面図 

横須賀市にある、予科練誕生の碑 



 

 

土
浦
海
軍
航
空
隊
の
誕
生 

日
中
戦
争
の
長
期
化
と
対
米
英
戦
を
意
識

し
た
軍
拡
に
と
も
な
い
、
横
須
賀
海
軍
航
空
隊

に
設
置
さ
れ
て
い
た
海
軍
飛
行
予
科
練
習
部

を
1939
年
（
昭
和
14
）
年
３
月
１
日
に
霞
ヶ
浦

海
軍
航
空
隊
に
移
管
し
、
同
年
３
月
31
日
、

阿
見
村
の
霞
ヶ
浦
海
軍
航
空
隊
水
上
班
の
跡

地
を
拡
張
し
て
、
「
霞
ヶ
浦
海
軍
航
空
隊
飛
行

予
科
練
習
部
」
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
1940
（
昭

和
15
）
年
11
月
15
日
、
飛
行
予
科
練
習
部
は

霞
ヶ
浦
海
軍
航
空
隊
か
ら
独
立
し
、
阿
見
村
に

お
け
る
２
番
目
の
航
空
隊
で
あ
る
「
土
浦
海
軍

航
空
隊
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
う
し
て
「
予

科
練
」
の
教
育
は
土
浦
海
軍
航
空
隊
で
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
全
国
に
土
浦
の
名
が
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

予
科
練
の
選
抜 

昭
和
初
期
、
多
く
の
少
年
た
ち
が
「
大
空
を

鳥
の
よ
う
に
自
由
に
飛
び
回
り
た
い
」
と
の
夢

を
抱
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
予
科
練
の
競

争
率
は
極
め
て
高
く
、
体
力
は
も
ち
ろ
ん
学
力

も
極
め
て
優
秀
で
な
け
れ
ば
合
格
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
予
科
練
志
願
者
は
受
験
願
書
を
市

町
村
役
場
に
提
出
し
、
試
験
に
臨
み
ま
し
た
。

選
抜
試
験
は
１
次
試
験
と
２
次
試
験
が
あ
り
、

１
次
試
験
は
体
格
検
査
と
学
力
試
験
で
、
１
次

試
験
に
合
格
し
た
者
に
は
、
身
体
検
査
、
適
性

検
査
、
口
頭
試
問
な
ど
の
２
次
試
験
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

１
次
試
験
（
学
力
試
験
） 

1939
（
昭
和
14
）
年
３
月
５
日
発
行
の
「
進
修

42
号
」
に
は
、
５
年
生
が
「
甲
種
飛
行
予
科

練
習
生
を
語
る
」
と
題
し
て
予
科
練
紹
介
記
事

を
書
い
て
い
ま
す
が
、
次
の
よ
う
な
自
分
自
身

の
受
験
体
験
に
基
づ
い
て
の
試
験
に
対
す
る

受
験
ア
ド
バ
イ
ス
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

一
、
体
格
検
査 

先
ず
体
格
検
査
は
視
力
か
ら
始
ま
る
が
何

と
言
っ
て
も
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
養
成
す
る
所
だ

け
あ
っ
て
極
め
て
厳
重
で
あ
る
。
陸
士
や
海
兵

の
比
で
は
な
い
。
・
・
・（
中
略
）
・
・
・
兎
に

角
体
格
検
査
は
、
「
頑
張
リ
ズ
ム
」
で
行
く
事

が
必
要
だ
。 

二
、
学
科
（
学
力
）
試
験 

海
軍
兵
学
校
、
海
軍
機
関
学
校
と
同
様
に

「
振
り
落
と
し
式
」
で
あ
る
。 

第
１
日 

代
数
、
国
漢
、
作
文
。 

第
２
日 

 

幾
何
、
化
学
、
国
史
。 

第
３
日 

物
理
、
英
語
、
地
理
。 

第
４
日 

口
頭
試
問
。 

右
の
よ
う
な
日
程
で
行
わ
れ
、
問
題
の
程
度

は
何
れ
も
中
学
４
年
１
学
期
修
了
で
あ
る
。 

さ
て
「
甲
種
飛
行
予
科
練
習
生
」
の
試
験
を

突
破
す
る
に
は
第
１
数
学
、
第
２
物
理
・
化
学

と
い
う
所
で
あ
る
。
数
学
は
容
易
な
問
題
ば
か

り
だ
か
ら
（
と
は
言
う
も
の
の
昨
年
自
分
は
数

学
で
刎
ね
ら
れ
た
ん
だ
が
？
）
完
全
な
答
案
を

書
く
こ
と
が
絶
対
必
要
で
あ
る
。
代
数
５
問
、

幾
何
５
問
で
あ
る
が
、
数
学
10
問
中
、
８
問

以
上
出
来
れ
ば
合
格
す
る
。
物
理
は
他
と
比
較

す
る
と
実
に
難
問
ば
か
り
で
あ
る
。
今
年
は
４

問
中
計
算
問
題
２
題
、
光
に
関
す
る
作
図
１
題
、

熱
の
グ
ラ
フ
１
題
で
教
科
書
の
解
説
の
み
覚

え
て
い
っ
た
私
は
、
危
う
く
３
日
目
で
振
り
落

と
さ
れ
る
所
だ
っ
た
。
次
に
配
点
を
予
想
し
て

み
る
。
９
課
目
合
計
700
点
満
点
で
あ
る
（
こ

れ
は
確
か
だ
）。
そ
の
中
代
数
、
幾
何
、
物
理
、

国
漢
、
英
語
は
何
れ
も
100
点
。
残
り
４
課
目

は
各
々
50
点
宛
ら
し
い
が
、
700
点
中
、
420
点

（
６
割
）
出
来
れ
ば
、
合
格
確
実
だ
。
ま
あ
、

実
力
白
紙
の
者
で
な
い
限
り
学
科
は
合
格
す

る
。 三

、
口
頭
試
問 

３
日
間
の
学
科
試
験
が
す
む
と
４
日
目
は

口
頭
試
問
で
あ
る
。
先
ず
地
方
徴
募
官
（
県
庁

の
人
）
の
所
で
簡
単
な
試
問
が
あ
り
、
後
海
軍

の
徴
募
官
の
前
へ
行
く
の
で
あ
る
。
以
下
内
容
。 

控
室
に
待
っ
て
い
る
と
「
29
番
」
と
呼
び

出
し
た
の
で
返
事
し
て
試
問
室
に
入
り
、
徴
募

官
の
前
へ
行
っ
て
敬
礼
を
す
る
。 

「
受
験
番
号
は
」
、
「
本
籍
地
は
何
処
か
」
、

「
志
願
の
動
機
は
」
、
こ
の
時
ち
ょ
っ
と
ま
ご

つ
い
て
「
あ
ご
」
を
な
で
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

今
考
え
る
と
私
は
こ
れ
が
源
で
口
頭
試
問
に

刎
ね
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
あ
あ
う
ら
め
し
き
口

頭
試
問
よ
！
。 

「
趣
味
は
」
柔
道
、
弓
道
、
鉄
棒
・
・
・
あ

ら
ゆ
る
運
動
を
皆
言
っ
て
や
っ
た
の
だ
。
す
る

と 
「
柔
道
は
何
段
か
」
困
っ
た
２
段
３
段
な
ら

好
い
け
れ
ど
初
段
す
ら
取
っ
て
な
い
ん
で
。 

「
若
し
君
が
一
人
で
漢
口
の
上
空
へ
偵
察

に
行
っ
た
と
す
る
と
、
そ
こ
に
敵
機
が
20
台

も
30
台
も
や
っ
て
来
た
ら
ど
う
す
る
。
連
絡

に
帰
る
か
ね
」
こ
の
よ
う
な
試
問
は
攻
撃
精
神

を
し
ら
べ
る
の
だ
か
ら
そ
の
つ
も
り
で
答
え

れ
ば
好
い
の
だ
。
私
は
そ
の
位
聞
か
れ
た
。 

土
浦
中
学
で
は
従
来
、
軍
関
係
の
学
校
で
は
、

海
軍
三
校
（
海
軍
兵
学
校
・
海
軍
機
関
学
校
・

海
軍
経
理
学
校
）
や
陸
軍
士
官
学
校
へ
の
進
学

希
望
者
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
し
か
し
、
1930

（
昭
和
５
）
年
か
ら
予
科
練
の
募
集
が
始
ま
り
、

1934
（
昭
和
９
）
年
に
は
陸
軍
の
少
年
飛
行
兵

の
募
集
も
始
ま
る
と
、
そ
の
志
願
者
も
出
て
き

て
、
こ
の
よ
う
な
記
事
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
受
験
体
験
記
の
「
こ
う

す
れ
ば
絶
対
合
格
す
る
」
と
い
う
言
い
方
は
、

昔
も
今
も
変
わ
ら
な
い
よ
う
で
す
。 

２
次
試
験 

１
次
試
験
合
格
者
に
は
、
各
鎮
守
府
が
指
定

す
る
海
軍
航
空
隊
等
で
、
２
次
試
験
（
身
体
検

査
、
適
性
検
査
、
口
頭
試
問
等
）
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
身
体
検
査
は
視
力
は
1.2
以
上
な
ど
一

般
の
海
軍
志
願
兵
よ
り
も
厳
し
い
も
の
で
し

た
。
適
性
検
査
は
平
衡
感
覚
な
ど
航
空
兵
と
し

て
必
要
な
適
性
を
検
査
す
る
も
の
で
、
知
覚
能

力
、
運
動
神
経
、
判
断
力
等
が
審
査
さ
れ
ま
し

た
。
２
次
試
験
を
突
破
し
た
合
格
者
は
土
浦
海

軍
航
空
隊
（
初
期
は
横
須
賀
海
軍
航
空
隊
）
に

入
隊
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
入
隊
式
ま
で
の
間

に
、
身
体
検
査
や
適
性
検
査
、
口
頭
試
問
が
行

わ
れ
、
不
合
格
者
は
帰
郷
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
厳
し
い
選
抜
試
験
に
合
格
し
た

者
が
海
軍
軍
人
で
あ
る
飛
行
予
科
練
習
生
（
４

等
航
空
兵
）
と
な
り
ま
し
た
。 

※
選
抜
試
験
の
方
法
や
教
育
期
間
は
、
時
期

に
よ
っ
て
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。 

※
予
科
練
生
を
教
育
す
る
航
空
隊
を
「
予
科

練
」
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 
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